
iPad & iOS 

初心者のためのアッ
プグレードガイド
iOS 18とiPadOS 18へのアップグレードに向けて知っておきたいこと
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iPadOSとiOSをアップグレードす
るための準備はお済みですか？ 

Appleは毎年macOSのメジャーバージョンをリリース
しています。ITおよびセキュリティリーダーは、ユーザ
のワークフローを中断したり生産性を低下させたりす
ることなく、これらの新システムや新機能を提供する
必要があります。

http://www.jamf.com/ja/


プロセスがシンプルなこと、そして無償で行え
ることにより、Apple OSのアップグレードは業
界トップレベルの導入率を誇ります。エンドユ
ーザが最新の機能にアクセスすることを楽し
みにする一方で、IT管理者にはセキュリティコ
ントロールと正確なインベントリを維持し続け
る責任があります。

多くのIT部門が知っているように、これは口で
言うほど簡単ではありません。ユーザが望むペ
ースでアップグレードを実行する場合はなおさ
らです。ですが、ここで朗報です。 

Jamfは20年以上にわたり、Appleのアップグレ
ードを成功させるための詳細なガイドを提供し
てきました。初めてアップグレードを行う人だ
けでなく、手早くおさらいしたい経験豊富な管
理者にも役立つ内容となっています。

新しいOSがリリースされたら直ち
にデバイスをアップデートすべき主
な理由として、以下の4点が挙げら
れます。

1. 	 セキュリティの脆弱性の低減

2.  	� 素晴らしいユーザエクスペリエンスの
維持

3.  	 ユーザの生産性の維持

4. 	 最新のIT管理機能へのアクセス

 
このガイドでは、最新のiOSやiPadOSへのアッ
プグレードを準備および実行する方法につい
て詳しく説明します。さらに、組織に価値のある
アップグレードを届け、アップデートを行うユー
ザを支援する方法について知るとともに、業務
の中断を最小限に抑え、予定外のダウンタイム
をなくす方法についても学ぶことができます。

Appleのアッ
プグレードの
特徴
他のエコシステムとは異なり、Appleは
オペレーティングシステムの大型リリース

（別名「アップグレード」）を1年に一度行
います。これにはmacOS、iPadOS、iOS、 
tvOS、watchOS、visionOSが含まれます。
古いバージョンのソフトウェアをデバイス
に搭載したままにしておくと、一貫性、セキ
ュリティ、およびユーザエクスペリエンスが
損なわれる可能性があります。組織がさま
ざまな種類のデバイスや複数の地域をサ
ポートしなければならない場合、デバイス
を簡単にアップグレードすることがさらに
重要になります。 
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ベータ版で
の検証
Apple Beta Software 
Programが提供する次期リ
リースのプレビューを利用す
ると、最新のOSバージョンや
機能が組織にどのような影
響を与えるかについていち
早く知ることができます。

AppleはOSを定期的にアップデート
しており、ベータプログラムに参加
すると正式なリリースの数ヶ月前に
検証を始めることができます。Apple
は、macOS、iPadOS、iOS、tvOS、 wa-
tchOS、visionOS向けに、有償の開発
者向けプログラムと、無償のパブリック
ベータプログラムを提供しています。 

ベータプログラムに参加すべき理由
1. 	 �Apple OSのベータプログラムは通常、複数

のフェーズから構成されます。初期段階か
ら参加し、Appleにフィードバックを提出す
ることで、組織に大きな影響を与える可能
性のある問題が解決される可能性が高まり
ます。また、最初にバグを報告した人はサポ
ートの進捗状態を確認することができます（
その後に届いた重複したチケットはクロー
ズされます）。

2.�	 �ベータプログラムに参加すると、新機能や
互換性をいち早く試すことができるだけでな
く、ユーザ エクスペリエンスにどのような影
響があるのかについて理解を深めることが
できます。新たに追加された設定、移動した
機能、名称の変更などが把握できるので、ト
レーニング素材、オリエンテーション資料、IT
ポリシーなどを更新する際に役立ちます。 

	� このようにしてユーザエクスペリエンスの変
化に備えることで、ユーザに配慮したサポー
トモデルやコミュニケーションプランを用意
することができます。

3.  	 �最後に、新たなOSの設定や機能だけではな
く、アプリケーション、インフラ、管理やセキ
ュリティとの互換性を事前に検証すること
が、現在の環境で使用されているソフトウ
ェアを引き続き使用するにあたって不可欠
です。Appleが提供するベータ版を試用し、
導入されたアプリに問題がないか検証する
ことをお勧めします。最新OSがリリースさ
れたタイミングでアプリが問題なく機能する
ように、発見された問題について関連する
ベンダーに速やかに伝えることも大切です。

	� Appleのベータプログラムに参加したこと
がない場合は、今すぐ無料で登録して今後
のOSの検証に役立てることをお勧めしま
す。品質とユーザビリティに関するフィード
バックは、Appleが問題を特定および修正
し、ソフトウェアをユーザにとってより良いも
のにする上で役立ちます。
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検証

	 インフラ

VPNやプリンタドライバなど、アプリケーション
スタック以外のものは必ず最新OSで検証する
必要があります。クラウドホスティングサービス
に移行しつつある組織は、このステップがあま
り重要でない場合もあります。

最良の結果を得るために、またアップグレードがエンドユーザのワ
ークフローに予期せぬ影響を与えることのないように、以下をはじ
めとする技術スタック全体の検証をお勧めします。

	 アプリケーション
これにはウェブベースのものと、そうでない
ものが含まれます。すべてのアプリケーショ
ンを検証する時間がない場合は、互換性に
関するベンダーの声明に基づいて優先順位
を決定します。自社サイトやドキュメントの
中で、あるいは直接問い合わせても、将来的
な互換性について発信することに積極的で
はないベンダーのアプリケーションについ
ては、自社で検証するのが最善です。

	 デバイス管理

これにはデバイス導入と管理のソリューシ
ョン （MDM、EMM、UEMなど）が含まれま
す。お使いの デバイス管理ソリューション
で最新OSの管理機能や制限などを検証で
きるかどうか確認してください。

	 セキュアな運用
これには、アイデンティティとアクセス、エン
ドポイント保護、脅威防御、コンテンツフィ
ルタリングが含まれます。前述の管理ソリュ
ーションと同様に、お使いのセキュリティソ
リューションに新たなセキュリティ機能を検
証する機能が備わっているかどうかを確認
しましょう。
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アプリケーションの重要度に基づいて検証の優先順位を高・中・低の3段階にランク付けする方法
や、アプリの使用状況から優先順位を決める方法があります。優先順位の決め方と分類が決まっ
たら、検証を行なってくれる志願者を各部署（例：財務、マーケティング、営業など）から募り、日常
業務での使い心地や物事がスムーズに進むかどうかを確認します。 

iPadOS、iOS、tvOSのアプリはアーキテクチャが異なるため、これらのプラットフォームにおいては
手軽な検証が適しています。 

検証の優先
順位の決定
多くの組織では複数のアプ
リケーションが業務に使用
されています。チームによっ
てまったく異なるデバイスの
使い方をしているためです。
アプリケーションの検証を
成功させるには、まず優先順
位を決めることが大切です。 
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宣言型デバイス管理を使
用した管理対象ソフトウェ
アアップデート機能 
Jamf Cloudでは、宣言型デバイス管理による管理対象ソフトウェアアップデート機能を
使って強制適用の期限を設定することができ、Jamf Pro経由で特定のデバイスグループ
に対してアップデートのバージョンや期限を簡単に指定することができます。 

アップデートの詳細が定義されたら、iOSが適用の期限やアップデートに関する通知や
リマインダーをエンドユーザに送信します。また、デバイスからは、アップデートの進捗
状況が積極的かつ自動的にJamf Proにフィードバックされます。

iOS/iPadOS 17以降のモバイルデバイスが必要です。tvOS、visionOS、watchOSはサポ
ートされていません。Jamf Cloudカスタマーのみご利用いただけます。 
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OS18へのア
ップグレード
実際にiPadやiPhoneデバイ
スにアップグレードを導入・
実行するにあたり、2つの選
択肢があります。ユーザ主導
のアップグレードと、IT部門
主導のアップグレードです。

（パスコードが設定されていない場合は、インストールを自動的に行うことができます）パスコードが設定されている場合は、ア
ップデートはキューに追加され、インストールを開始するためのパスコードの入力をユーザに促します。

各アップグレードオプションについてはこれから詳しくご説明しますが、Jamfなどの管理ソ
リューションを利用しているお客様には、まだ検証中であったり、アップグレードの準備が
整っていなかったりする場合に、アップデートをリリース日以降まで延期するオプションが
あります。延長期間中、ユーザはデバイスをアップグレードできません。アップデートを実行
する準備ができたら、OSの最新バージョンの導入を実行します。

アップグレードする準備ができている場合
アップグレードを決行する場合は、ユーザとIT部門のどちらが行うのかを決めなければなり
ません。

ユーザ主導のアップグレード

ユーザ自身がアップグレードを行う場合は、
デバイスの設定メニューからインストールを
行います。IT部門の介入は必要ありません。 
 

IT部門主導のアップグレード

Apple Business ManagerまたはApple 
School Managerでデバイスを管理している
場合、IT部門がMDMコマンドを送信して最新
OSをインストールすることができます。この
際、ユーザの介入は必要ありません。 

このコマンドは個々のデバイスまたはグルー
プに向けて送信することができ、組織のニー
ズに合った形でアップグレードを行うことが
可能です。
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構成プロファイルに追加された
RecommendationCadenceキーにより、アップ
デートの選択肢がさらに増えました。 

リリース直後に最新バージョンにアップデート
することで、ユーザは最新の機能やセキュリテ
ィ設定をすぐに利用できるようになります。こ
れ自体は素晴らしいことですが、現場に新し
いOSを展開する準備ができておらず、もう少
し時間が必要な場合もあります。あるいは、全
面的なアップデートを行う前にセキュリティア
ップデートを行わなければならないケースも
あります。 

このような場合には、以前のオペレーティング
システムを使い続けながら、必要なセキュリテ
ィ設定だけをアップデートするオプションもあ
ります。例えば、監視対象のiPhoneデバイスが
iOS 17.4で動作している場合、iOS 18へのメジ
ャーアップグレードを行う前にiOS 17.5にアッ
プデートするオプションがあります。

これにより、IT管理者はセキュリティアップデ
ートを見逃す心配をせずに、アップグレードの
適切なタイミングを待つことができます。

いつアップグレードする場合でも、その当日からセキュリティが確保されますアップグレ
ードの準備
ができてい
ない場合 
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いつアップグレードできるのか、どのようなプロセスになるのか、またはなぜすぐ
にはアップグレードできないのかといったことに関して、エンドユーザと双方向の
コミュニケーションを維持することでプロセスがスムーズになります。 

コミュニケーションは、このプロジェクトに関連して起票されるヘルプデスクのチ
ケット数やコール数を抑制するというメリットももたらします。問い合わせが必要
になる事態を未然に防ぐことにより、エンドユーザの満足度を高め、必要な時に
快く協力してもらうことができます。

あらかじめエンドユーザに伝えるべきこと

1. 	 �アップグレードにかかる時間について予備知識がないエンドユーザもい
ます。アップグレードにかかる平均時間と実行する最適な時間帯について
ユーザに知らせておきましょう。 

2.	� アップデート前にデバイスをバックアップをするよう勧めまし
ょう。ローカルだけでなくiCloudのバックアップも行っておく必要があり
ます。  

3.	 �決められた日から30日以内にアップデートする方針を固め、それが行わ
れない場合はIT管理者側で実行することを通知しておきましょう。PCIDSS
のコンプライアンスでは30日以内のアップデートが要件となっています。 

メールやイントラネットで、またはSelf Serviceのアプリ経由で、OSのアップグレ
ードの前に時間に余裕を持って警告と推奨事項の通知を行っておきましょう。
最終的にはそれがエンドユーザのためになります。

エンドユー 
ザへの通知
最後に、アップグレードによってデバ
イスで何が起こるのか、そしてどのよ
うな形で協力して欲しいのかについ
て、率直かつ高い透明性を持ってエン
ドユーザに定期的に伝えましょう。こ
れはアップグレードのプロセス全体
を通して常に意識すべきことです。
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アップグレードによる機能強化のメリットを享受する 
iOS/iPadOS 18がもたらす改善とワークフローの強化により、Appleならではの柔軟でカ
スタマイズされたデバイスが手に入ります。 

または、お近くの販売代理店までお問い合わせください。

シームレスなアップグレードプロセスを実現することは、十分
なセキュリティ対策やインベントリ管理を維持し、ダウンタイ
ムを最小限に抑えることにつながります。Appleデバイスの管
理に特化したソリューションがあれば、ユーザエクスペリエン
スに支障を与えたり、IT担当者に多大な負担をかけたりする
ことなく、最新のApple OSを最大限に活用するためのツール
をユーザに提供することができます。

Jamfは、ワークフローへやユーザエクスペリエンスへの影響
を最小限に抑えながら、OSアップグレードを含むAppleのラ
イフサイクル管理を自動化することのできる、唯一の管理お
よびセキュリティソリューションを提供しています。また、20年
以上にわたりApple製品のサポートに力を入れており、新し
いOSが発売されたその日からサポートと互換性を約束して
います。
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